
　第○学年○組　図画工作科学習指導案

指導者　川崎市立○○小学校
○○　○○

１．題材名　　「○○○○○○○○○○」　Ａ表現　（絵に表す活動）　○時間扱い　

２．「つくりだす喜び　感じる楽しさ」につながる授業の構想
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３．活動場所　　図工室

４．題材観
（１）子どもたちの実態
　・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）題材と育成を目指す資質・能力

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．題材の目標

（１）知識及び技能に関する題材の目標
○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・理解する。（知識）

　○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表す。（技能）
（２）思考力、判断力、表現力等に関する題材の目標
　○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・考える。（発想や構想に関する資質・能力）
　○・・・・・・・・・見方や感じ方を広げる。（深める。＊５・６年）（鑑賞に関する資質・能力）
（３）学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標
　○（低）楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わり

楽しい生活を創造しようとする態度を養う。
　○（中）進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わ

り楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。
　○（高）主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関

わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。

６．題材の評価規準　～　３つの観点から育てたい力を考える　～　　　　　　　　　　　　
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　自分の感覚や行為を通し
て、・・・・・・・・・（形や色）のバラン
スや特徴を理解している。

技　・・・・・・の扱いに十分慣れる
とともに、手や体全体の感覚を働
かせ、表したいことをもとに表し方
を工夫して表している。

発　・・・・・・・・（形や色）などをもと
に、自分のイメージをもちながら、
表したいことをみつけること
や・・・・・・・、どのように表すか考え
ている。

鑑　自分や友達の作品などから造
形的な面白さや楽しさについて感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方・感じ方を深めている。

主　つくりだす喜びを味わい、楽し
く水墨で表したり、友達の作品を鑑
賞したりする学習活動に取り組もう
としている。

＊表現と鑑賞の場面で2つにわけ
ることもある。
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７．「造形的な見方・考え方」が働くような手立て

（１）手立ての視点
　　「造形的な見方・考え方」を働かせながら、
　　　１．主題・材料・表現方法と関わることができるようにするために・・・
　　　２．作品をつくったりみたりできるようにするために・・・
　　　３．生活に活かせるようにするために・・・
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（２）本題材における、造形的な見方・考え方が働くような手立て
　　　

・○○○○○○○○○
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・○○○○○○○○○
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・○○○○○○○○○
　　・・・・・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・

８．準備
[　教師　　]　○○○○○、○○○、○○○○○○、○○○○○
[　子ども　]　○○○○○、○○○、○○○○○○
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９．指導と評価計画（○時間扱い）
◇子どもの活動
・予想される子どもの反応

○教師のかかわり・手立て
◎造形的な見方・考え方が働くような手
立て

評価規準　と
評価方法（　）

１
次
○○
分

　　

◇
・
・

◇
・
・
・
◇
・
・
・
・

○

○

◎

◎

○

○

２
次
○○
分

◇
・
・
◇
・
・
・
◇
・
・
・

◇

○

○

◎

◎

○

◎
○

発
～としている。

知
～理解している。
（活動・作品）
技
～表している
（活動・ワークシート）

鑑
～広げている。（深めている
＊５・６年）
（様子・発言・ワークシート）

主
～しようとしている。
（発言・つぶやき）

※主体的に学習に取り組む態度は、児童が自ら、「知識及び技能」を獲得したり、「思考力判断力、表現力等」
を身に付けたりするために、粘り強く取り組んだり学習を学習を調整したりしている姿を、活動全体を通して評
価する。
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１０．本時の活動（○／○時間　４５分）
（Ⅰ）本時の目標

（１）知識及び技能に関する題材の目標
○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・理解する。（知識）

　○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表す。（技能）
（２）思考力、判断力、表現力等に関する題材の目標
　○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・考える。（発想や構想に関する資質・能力）
　○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・見方・考え方を広げる。（鑑賞に関する資質・能力）
（３）学びに向かう力、人間性等に関する題材の目標
　○（低）楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わり

楽しい生活を創造しようとする態度を養う。
　○（中）進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わ

り楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。
　○（高）主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関

わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。
（＊下線部は、児童による個人内評価へ）

（Ⅱ）本時の展開

◇子どもの活動
・予想される子どもの反応

○教師のかかわり・手立て
◎造形的な見方・考え方が働くような手
立て

評価規準　と評価方法（　）

◇
・
・
・
◇
・
・
◇
・
・
・
◇
・

○
◎

◎

◎
○
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技
～表している。
（活動・作品）
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